
北野下水処理場・清掃工場跡地活用基本構想
PLATEAUとXRの活用による、まちづくりにおける市民参加の事例
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市民参加の様子
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市民参加の様子
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北野下水処理場・清掃工場跡地活用とは

対象地・事業概要

市民参加のプロセス

PLATEAUとXRを活用したワークショップの概要
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北野下水処理場・清掃工場跡地活用とは



対象地

JR 八王子駅

JR 中央線

0.5km1.0km1.5km

京王八王子駅

2.0km
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約5.5ha

約2.0ha

浅川
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あったかホール

清掃工場至北野駅

至JR八王子駅

衛生処理センター

下水処理場（本場）

下水処理場（分場）

ポンプ場（整備中）
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テーマ
目指すビジョン
（キーワード）

産業と都市の共生

職住の融合
循環経済への移行

環境の再生

環境学習・脱炭素社会

自分らしさを
表現できる場

多様な用途の許容
よく使われる都市空間

都市の
レジリエンス

防災機能の強化
災害時の活動支援

歴史・資源

既存資源の活用
事業の多様性

空間構成のイメージ
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令和3(2021)年度 令和4(2022)年度 令和5(2023)年度

基本構想の策定

パブリックコメント
地域説明会

北野清掃施設・下水施設
関係町会連絡協議会

市民ワークショップ等

WS 3回(7～9月)

シンポジウム イベント

地域説明会

策定・公表

WS 3回(9～10月)

シンポジウム

事業化への検討

踏まえる参考

意見交換



PLATEAUとXRを活用したワークショップの概要



• 国土交通省が推進する、日本全国の都市デジタルツイン実現プロジェクト（2020年スタート）

• 都市活動のプラットフォームデータとして3D都市モデルを整備、様々な領域でユースケースを開発

• オープンデータ化により、まちづくりDXを実現し、オープン・イノベーションを創出
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ビジュアライズ（視認性）
都市空間を立体的に認識可能とな
り、説明力や説得力が向上

シミュレーション（再現性）
立体情報を持った都市空間をサイ
バー上に再現することで、幅広く、
精密なシミュレーションが可能

インタラクティブ（双方向性）
フィジカル空間とサイバー空間が相互
に情報を交換し作用し合うためのプ
ラットフォームを提供
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FY2023 Project PLATEAU

2023年度までに約200都市で整備（本市は令和4(2022)年度に整備）



ホロラボ 都立大学
饗庭研究室

PLATEAU
FY22,23 Use Case

市民等

八王子市
土地利用計画課

まちづくり支援ツールの開発

土地活用の検討

協力

協力

ホロラボ
Mixed Realityスペシャリスト集団

都立大学 饗庭研究室
都市環境科学研究科 都市政策科学域
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現状

• 資料は紙ベースがメイン

• ドキュメントでは意思疎通が困難なものもある

• WS参加者が限定的

• 意見集約・整理・管理の負担が大きい
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目指す姿

• 現状、計画、市民意見などを３D地図に統合

• 直感的な分かりやすさ、Wow！

• 幅広い層の参加者

• 意見を集約・共有のしやすい環境構築

出展｜ http://aibalab.com/



FY22｜跡地活用のアイデア創出
まちづくり支援ツールの開発・活用
・オンラインによる操作・情報共有
・直感的かつインタラクティブな体験

FY23｜構想を踏まえた機能・活動イメージ
まちづくり支援ツールのブラッシュアップ
・ツールの利便性・汎用性の向上
・運用プロセスの見直し

デジタル技術の活用による
市民参加の質の向上

15



跡地活用のアイデア
を考える

対象地の理解
を深める

都市空間のイメージ
を考える
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PLATEAU 3Dメッシュ 点群 iPhone LiDAR

テキスト ＢＩＭ写真・動画 GeoJSON

XRデジタルツインプラットフォーム
「Torinome」

現地を知る・記録を残す
「TorinomeAR」

俯瞰で見る・触って考える
「TorinomePlannar」

共通データ
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メッシュ

点群 テキスト／URL／静止画／動画

PLATEAUデータ互換

iPhone LiDARデータ対応

GISGIS
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Volumetricビデオ 高さ情報のCG

更地のイメージCG 浸水CG

気付いたコトは、その場でTorinomeに記録分かりにくいコト、目に見えない情報を可視化する

19



導入機能を選ぶ 敷地に並べる 配置やボリュームを考える
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• 具体的なイメージと共に議論できるため、行政と住民の合意形成

には有効なツールだと思う

• ARにより現物を作る前からスケール感や出来栄えを可視化して

伝え得るなど、まちづくりにとって役に立つ技術と感じた

• 意見を出して終わりではなく、その場でモデル化されて可視化、

共有されるなど成果が目に見えるため、すごく楽しめた

• 成果をネット上に公開し、自由に見学できるようになったら良い
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年齢構成 n=30 主なコメント

10代
3% 20代

10%

30代
17%

40代
17%

50代
20%

60代
20%

70代
13%


